
[1] 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ｔを 

 

 

 

 

 

 

 

3 月号 

 

社会福祉法人 のぞみ福祉会  

地震が起きたら、どう行動しますか？ 

の ぞ 
み 

令和 4年 3月 1日発行  No.333 

便 り 

今月の表紙はブルーリボンのコーヒー染め製品です！メンバーさんが縫製したバッグには、春ら

しいお花が刺繍してあります♪ぜひQRコードからカラー版をご覧ください！今月の特集記事は「地

震について」です。日本は地震の多い国です。改めて防災対策や地震に遭ったときのことを考えて

みませんか？また、災害発生時、のぞみ福祉会ではどのような動きをするのかもご紹介しています。 

カラー版は 

こちら！！ 

考えてみよう！ 
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いつ起こるか 

分からない 

逃げる時 

どうしたらいい？ 

医療的なことが 

心配 

トイレやお風呂に入っている 

時だったらどうしよう… 

まだ何も、備えてないし 

いま来たら困るなぁ… 

夜中（リラックスしてる時） 

に来たらどうしよう… 

貴重品（現金・通帳など） 

すぐ持って出た方がいい？ 

雨が降ってたり、寒いと 

非難が大変そう… 

精神的に落ち着けるものが 

持ち出せるか心配… 

薬が欲しいけど、通院先まで 

行けない時どうしたらいい？ 

ケガをしたり、途中で病気に 

なったらどうしよう… 

これを機に防災について考えてみよう 

＜慌てず、まずは身を守る＞ 

●トイレやお風呂 

⇒ドアを開けて避難経路を確保 

●夜中、リラックス中 

⇒布団などで頭や身体を保護 

揺れがおさまったら 

安全なスペースに移動しましょう 

 

 

家の倒壊や火災があれば迷わず避難 

＜日頃から自分用の防災バッグを用意＞ 

●貴重品 

⇒災害時は、印鑑や通帳がなくても、「身分 

証明書」があれば預金を引き出すことが 

できる（小銭を防災バッグに入れる） 

●服装 

⇒真夏でも、長そで長ズボン！靴は履き 

なれたものを！（ケガ防止のため） 

 

 

 阪神淡路大震災から 27年、東日本大震災から 10年が経ちました。 

最近、震度５強以上の大きな地震が各地で発生しており、地震について考え

る機会が増えましたね。このページでは、「地震がきた時に不安なこと」 

について色々な人からお話を聞き、その不安にお答えしていきます。 

処方箋がなくても 

お薬がもらえるの？ 

お薬手帳で薬を処方してもらえる 

＜普段から持ち歩き、健康を守る＞ 

●お薬手帳 

⇒かかりつけ医でなくても、お薬 

手帳の情報で薬を処方してくれる 

（処方箋がなくても OK） 

●困ったことは自分から伝える 

⇒自分だけで抱え込まず、近くにいる人 

に助けを求める！ 

 

服装は？ 
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自分の家は 

大丈夫かな？ 

家族とのことが 

心配… 

避難所での 

不安がたくさん 

家がつぶれたりしないかな？ 

つぶれたら大変… 

修理にはどれぐらいの 

費用がかかるんだろう… 

水道が止まって 

断水したらどうしよう… 

両親が高齢なので 

トイレとか食事が心配… 

家族とうまく 

連絡が取れるかな？ 

外で被災した時に 

家族と合流できるかな… 

避難ルートは分かるけど 

物が落ちて通れないかも 

人がたくさんいる所で 

過ごすのが不安 

 

 

 

  気になることは今のうちに確認を！ 

  ＜できることを考えて工夫してみる＞ 

●ポリ袋 2枚と新聞紙で簡易トイレに！ 

⇒家の便座にポリ袋をかぶせ、ちぎった新聞紙 

を置けば簡易トイレに！（Web：防災ニッポン） 

防災グッズとして携帯用トイレも販売中！ 

⇒携帯用トイレは 7日分あると安心 

●食事を食べやすくする工夫を 

⇒パサパサしたものは牛乳やジュースに浸す 

 冷たいご飯類は袋に入れて、お湯で温める 

●家族と避難先や集合場所を決めておく 

⇒避難所に移動する場合、避難先の場所など 

メモを貼っておく  詳しくはスタッフまで 

 ⇒「171害用伝言ダイヤルを使おう！ 

 

 

避難所がいっぱい 

だったらどうしよう… 

 マスクなど感染症対策グッズも準備 

＜避難ルートや避難所生活をイメージ＞ 

●避難所までのルートをいくつか考える 

⇒住宅街では、プランターや室外機が落ちて

くる可能性がある。安全なルートをいくつか

覚えておき、状況を見て安全なルートを選ぶ 

●コロナ禍での避難生活を想定 

⇒自宅が安全な場合は自宅での避難を 

⇒コロナ禍では「分散避難」という考え方も 

 ある。「縁故避難（親戚や友人宅など）」「車

両避難（安全なら車の中で避難も可）」 

自分の家は新しい？古い？ 

＜旧耐震基準法（1981年）以前に 

建てられた建物なら要注意＞ 

※大地震を想定していない家の造りかも 

●罹災
り さ い

証明書 

⇒家がつぶれて困った時は、羅災証明書を 

市役所に申請すると公費負担を受けられ 

る！（家の状態を写真に残すことが必須） 

●生活用水としてお風呂の水を溜める 

⇒断水時のトイレ用水、洗濯水、火災時の消火 

水にも利用できる！ 

⇒使用済みのペットボトルに水道水を入れて 

おくのも効果的！ 

 

 
※復旧までに（電気も含め）1 週間以上かかると言わ

れているため、3 日～1 週間分の飲食量があれば安心 

 

コロナのこともあり不安が増えますよね… 
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こんな場所にいたら… 

＜家の中にいたら…＞ 

・テーブルの下に隠れ、身を守る 

・手近な座布団などで頭を守る 

・はだしで歩き回らない（ガラスの破片に注意） 

・揺れがおさまってから、落ち着いて火の始末を 

 

＜劇場・ホールにいたら…＞ 

・カバンなどで頭をまもり、 

座席の間に身を隠す 

 

＜電車などの車内にいたら…＞ 

・つり革や手すりに両手でしっかりとつかまる 

・途中で止まっても、勝手に車外へ出たり、 

窓から飛び降りたりしない 

・乗務員の指示に従って落ちついた行動を 

 

＜地下街にいたら…＞ 

・あわてて地下街に飛び出さず、揺れがおさまるまで 

壁ぎわで身を守る 

・停電になっても非常灯がつくので、あわてず 

壁づたいに歩き、出入り口へ 

 

＜デパート・スーパーにいたら…＞ 

・カバンなどで頭を守る 

・ショーウインドウや商品などから離れる 

・柱や壁際に身を寄せる 

 

＜集合住宅にいたら…＞ 

・ドアや窓を開けて避難口を確保 

・避難にエレベーターは使わない 

炎と煙に巻き込まれないように階段を使う 

 

 

係員の指示に従い、 

慌てず落ち着いた行動を！！ 

 地震は、いつ起こるかわかりません。前ページに記載した「不安」の他にも「いつ起こるか分

からないから不安」という声をたくさん頂いています。このページでは、いざという時にみなさ

んが「自分自身で身を守る方法」について一緒に確認していきます。地震が起きた時にどうした

らいいか、日頃からイメージしておけば安心ですよね！ 

＜エレベーターの中だったら…＞ 

・行先階のボタンをすべて押す 

・最初に止まった階で降りる 

地震が起こった時 

＜路上にいたら…＞ 

・窓ガラスなどの落下物から頭をカバンなどで保護する 

・空き地や公園などに避難する 

・近くに空き地などのない時は、周囲の状況を冷静に判断して、 

建物から離れた安全性の高い場所へ移動する 

ブロック塀や自動販売機などには近づかない。 
※吹田市の HP（危機管理室：地震への備え）を参考にさせていただきました。 
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大規模震災時におけるのぞみ福祉会の動き 
のぞみ福祉会では、大規模の地震(震度 5強以上)が発生した場合、被害状況に応じて第一次緊急

災害体制として災害対策室を設置し、人命の保護を最優先に活動する緊急災害組織を作ります。 

災害対策室 

(のぞみ共同作業所内) 

第一次緊急災害体制 

共
同
作
業
所 

シ
ー
ド 

の
ぞ
み
工
作
所 

ブ
ル
ー
リ
ボ
ン 

き
ら
め
き 

エ
ス
ペ
ラ
ン
サ 

サ
フ
ラ
ン 

 

 緊急災害組織では、災害対策室が中心となって被害の状況をまとめま
す。各事業所は「救命活動」としてそれぞれの事業所の利用者及び職員
の安否確認と保護を行い、「資産保護活動」として、人的・物的被害拡
大の防止にあたります。 

情報収集・共有  伝達・指示 

各事業所での「救命活動」「資産保護活動」で一定の作業が終了したら、第一次緊急災害体制を解

除し、第二次災害体制に移ります。主に、「利用者安否確認・訪問支援班」「資材調達・渉外・情報

収集班」「支援拠点運営事業所再建班」の 3つの班に分かれ、引き続き人命の保護を最優先として、

業務の早期復旧に向けて活動します。 

利用者安否確認・ 

訪問支援班 

資材調達・渉外・ 

情報収集班 

支援拠点運営・ 

事業所再建班 

 

 

 

救援活動に必要な情報を収集し

て各所に伝達や指示を行う！ 

利用者の皆さんと連

絡を取り合い、安否

確認！ 

ご自宅へ向かい、

救命活動！ 

 

 

事業所建物や周辺

地域の安全確認！ 

利用者の皆さんが無事でおられるか

引き続き安否確認を行い、必要に応

じて訪問に伺い、支援活動を行う。 

のぞみ救援活動センター 
事業所が閉所中、利用者支援の拠点として設置します。職員が常駐し、 

「利用者の生活相談・支援」 

「利用者安否確認・訪問支援班からの情報集約と活動要請」 

「資材調達・渉外・情報収集班が調達した物資の円滑な配布とその広報活動」 

「集約された生活情報の利用者への周知連絡」を行います。 

 

・食糧、備品、衣料品などの物資調達。 

・市を始めとした関係各機関との連携。 

・支援活動に必要な情報の収集と伝達。 

緊急災害組織 

 

・対利用者支援の拠点となる 

「のぞみ救援活動センター」の運営。 

・閉鎖している各事業所の安全確認と 

資産の保護。 

・閉鎖している各事業所の安全な再開 

についての活動。 

第二次災害体制 



[6] 

 

のぞみ共同作業所 就労移行支援・生活介護  
2019 年 4 月より就労移行支援事業と生活介護事業の多機能型事業所

として活動しています。就労移行支援事業では、生産活動やプログラ

ム活動を提供し、お一人お一人の利用者の希望する就労が実現できる

よう支援しています。生活介護事業でも、多種多様なプログラムを準

備して、まずは一歩踏み出すためのお手伝いをしたいと考えています。 

月～金 9時～18時 

電話・FAX： 06(6338)1401（就労移行） / 06(6310)0345（生活介護） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

少しずつ日が長くなっ

て、梅の花もポツポツ咲

き始めましたね。冬が終

わろうとしています。 

 

見学、相談など、いつでも受け付けておりますので、ご興味のある方はご連絡ください。 

ご家族の方、支援者の方のみの見学も大歓迎です。お気軽にお問い合わせください。 

●就労移行 Tel/Fax 06-6338-1401    ●生活介護 Tel/Fax 06－6310－0345 

 

最近の 

生活介護 

 2月のイベントと言えば「バレンタイン」

ということで、「チョコ会」を開催しまし

た！コーンフレークとチョコを混ぜてチ

ョコフレークを作り、冷蔵庫で固めている

間にバレンタインの豆知識をみんなで確

認♪かわいくラッピングし、持ち帰って 

おいしくいただきました♪ 

   ♡はじめてチョコ作りをしました。楽しかったです。 T.A さん 

   ♡バレンタインデーのいきさつを学びました。 H.K さん 

   ♡チョコにつられて来てしまいました。とてもたくさんつくれて 

    お隣の方のトッピングがまたかわいく、コーヒーのひとときも 

    楽しくすごせました♥ S.T さん 

★新しいスタッフを紹介します★ 
 

2 月より、就労移行で働いている黒永達也です。趣味は野球観戦（カープファン

です！）と料理です。 

 のぞみ福祉会に来る前は、入所施設やグループホームで働いていました。就労移

行は初めてでわからないことばかりですが、生かせる経験は生かして、楽しみなが

ら学んでいきたいと思います。 

 至らない点も多いとは思いますが、よろしくお願いします。 

 

最近の 

就労移行 
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のぞみ工作所 自立訓練（生活訓練）  
利用期限(標準 2 年)がある通過型事業所です。家から出て誰かと過ごす練習をした

い方、退院したばかりで街で暮らす自信がない方、就労したいけど体力や生活リズム

に不安がある方などいろんな方が利用されています。訪問しての支援も行います。 

事業所とリサイクルショップ（物品募集しています！）の開所日・開所時間 

月～金(土日祝日は休み) 9時～17時／電話・FAX：06(6319)3861 

 

完成した“練り切り” 

美味しく頂きました 

坂本龍馬が利用していた 
寺田屋も見学しました 

 

栄養勉強会初となる 

バターつくり体験！ 

以前、京都に行った頃から気になっ

ていたので、体験できて良かった！

やってみるとやっぱり難しかったで

すが、楽しかったです！(N.R) 

 

毎日自宅でドリップしている

コーヒー好きです。豆の焙煎

は初めてなので、豆が爆ぜる

瞬間などで焙煎体験を実感

できました。(T.K) 

地域の皆さんと一緒に笑いながら参

加できたのが良かったです。(O.M) 

地域の方との交流も兼ねて、いい経

験になりました！（M.K） 

 

初めての施設外訓練でした！一人で行くより

たくさんの方と同じ体験をするで、より多くの

気付きがあってよかったです。(T.N) 

十石舟の川巡りがよかった。舟が進んでいる

時の水の揺らめきがきれいだった。(A.O) 

久々の遠出でとても楽しかったです！（M.N） 

 
思っていたよりも割と上手に

作ることができた。市販のバ

ターよりも濃厚だった(K.H) 

 

展望台から見た街並み

に霞がかかっていたのが

印象的だった。(O.N) 

自分と同じ名前のケーブ

ルカーに乗車したことが

思い出深いです。（F.A） 

2021年度工作所活動アルバム 
2021年度、メンバーさんが最も印象に残った工作所の活動を振り返り、紹介して頂きました！ 
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ブルーリボン - 生活介護 -  

 
事業説明  こころの病を抱える人たちのふれあいの場です。  

喫茶店、コーヒー染め、すいたんのおやつ作り、医師や看護師との勉強

会などなど。 思い描く地域生活を実現していくことを応援します！ 

月～金(土日祝日は休み) 9時～17時／電話・FAX：06(6337)4433 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

春一番新しい気持ち 

新しい持ち物、リュックに 

つめて Let’s go! 

 ちょっとそこまでにちょうどいいサイズのミニトー

トバックです。 

 初めて手描きに挑戦した Sさんのボールペン画が

しぶくて素敵です。 

 おうちで眠っている編み物道具はありませんか？

棒針、かぎ針、レース針、輪針、棒針のキャップ、ウ

ール 100％の毛糸を求めています。ゆずってい

ただける方は、ブルーリボンまでお電話下さ

い！ 

お願い！ 

今、ブルーリボンでは空前の編

み物ブーム到来中です♪ 

数十年ぶりにやってみて、はま

ってしまった方がたくさんおら

れます！ 
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きらめき 生活介護  
  

きらめきではサロン活動が中心です。ここに来れば誰かいる…人との繋

がりの中で生活の楽しみを感じ、自分のペースでゆっくりと過ごしてくだ

さい。(月)昼食会、(水)(金)夕食会と食事会は週 3回、そのほかには健康

面に着目したプログラムや、楽しいプログラムも実施しています。プログ

ラムは自由参加です。  

 月～金(土日祝日は休み) 10時～18時／電話・FAX：06(6385)2713  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

3月 3日は耳の日。 

のぞみ便りに載せたいので、何かイラストを描いて頂けないかとメンバーさんにお願

いしたところ、このような可愛らしいイラストを描いてくださいました。 

実は耳の日って「難聴と言語障害を持つ人の悩みを少しでも解消したいと、日本耳鼻

咽喉科学会が昭和 31年（1956年）に社会福祉への願いをこめて制定した」そうです。 

2007年には WHOが「国際耳の日」として制定しています。なんとなーく「耳を大事に

しよう」くらいのイメージがあったのですが、実はこうした深い理由があったのですね。

メンバーさんも「3月のイラスト、何にしよう？」と調べていた際に知り、社会福祉と

いう観点からこのイラストにしてくれたようです。 

そして 3月 3日は電話を発明した「グラハム・ベル」の誕生日でもあり、ベルは聾唖

（ろうあ：耳が聞こえずかつ言語を発生できない）教育の第一人者でもあります。さら

に 3月 3日はヘレンケラーとサリバンが初めて会った日でもあるらしく、調べるほどに

3月 3日という特別な日付に驚きが増すばかりです。 

聴力は人それぞれで、年齢とともに低下しがちでもあります。聴覚過敏を 

持っておられる方もいらっしゃいます。それぞれの特性に合わせて私たちス 

タッフがどう関わっていけるか、サロンをどのようにすればお互いに心地よ 

く過ごせるのか、メンバーさんのイラストをきっかけに再度考えさせられました。 

 プログラムとして「創作の時間」を持ちました。これまではサロンの空き時間を使い個々

のペースで行っていたのですが、プログラムとして行うことで、通所日ではない人も参加

でき、お互いに良い影響もあったようです。また、「何か作る」という意欲も出てくるの

で、今後も継続して月 1回定期プログラムとしてやって行く予定にしています。（コロナ

禍が落ち着いたらアムールさんに参加してもらう予定です。） 
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🌼2 月 14 日からお弁当再開しました🌼  

スタッフの確保が難しく２週間お休みいただいていましたが、おかげさまで 14 日

（月）より元気いっぱいお弁当を再開しています。沢山のお客様が「待ってい

たよ」と注文して下さり嬉しいです。今後ともよろしくお願いいたします！ 

～３月の予定～ 

９日（水）サフカフェプレミアム  

１１日（金）メンバーミーティング ・連絡会  

２５日(金)BRケーキ販売・大掃除  

２８日（月）健康プログラム 

＜つぶやき＞閉所中に、福祉委員さんがお茶とお菓子を持って来てくれました。

「どこも大変だよね。よくわかりますよ。応援しています」と一言残し帰られま

した。お菓子もお気持ちもおいしかったです。ごちそうさまでした。 

サフラン 就労継続支援Ｂ型 

 

サフランは、「働くことを練習したい」という方から「作業をしながら

生活のリズムをつけたい」「病気と付き合いながら楽しく暮らしていきた

い」という方まで、いろいろな気持ちにこたえたいと考えています。作業

はお弁当作りや配達、事務作業、紙すきなどです。 

開所：月～金 9 時～17 時（土日祝休み）電話・FAX06（6873）2178 

ブログのお知らせ 

毎週月・水・金に更新

しています。美味しい

お弁当の裏側も見るこ

とができるよ！ 

北千里 サフラン 

で検索してね！

 

コロナになって・・・ 

 「陽性です」という病院からの電話に、「えええー！！！」とかなり驚いた。なぜなら、普

段から交通機関は避けていたし、食事や外出にも十分気を付けていたから。幸いにも、濃厚接

触者はいなかった、よかった。「陽性者が出た」ということで、お弁当の注文をキャンセルさ

れるお客様もいた。サフランの人の中には、お店の利用を断られた方もいたそうで、それに加

えてサフランの閉所が決まったことを聞き、悲しかったし、申し訳ないなぁ、という気持ちが

溢れた。「みんなに合わせる顔がない」「サフランに戻れるんだろうか？」と考えた療養期間。

つらかった。だけども、励ましの連絡をもらい、復帰してからは「大変やったね、おかえり」

と優しく声をかけてくれる人ばかりだったため、救われた、本当にありがとう。ゆっくり休ま

せてくれてありがとう、守ってくれて、待っていてくれてありがとう。感謝の気持ちが溢れた！ 

 症状は、頭痛とだるさ、喉の痛み、鼻づまり。熱はなかったので、やっぱり風邪のような症

状があれば、病院に相談するのがいいと思います。そして、ゆっくり休むこと。焦らないこと。

たとえ感染したとしても安心してください。みんな回復するのを待っていてくれるからねー！  

ペンネーム：たろう 
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３月の予定 

 

 

 

 

 

 

 

 

のぞみ共同作業所 就労移行支援、生活介護事業共に連絡会、各プログ

ラムのオープン開催は未定となっております。 

のぞみ工作所 新型コロナウイルス感染拡大に伴い、各プログラム

のオープン開催は未定となっております。 

ブルーリボン・きらめき 次回連絡会は 4月を予定しております。開催方法等

は未定です。 

サフラン ・3月 9日（水）15時～サフカフェプレミアム 

※アムールさんとサフラン登録メンバーで開催。 

 

セルフヘルプグループ 

ＨＯＰＥ 

日時：3月 19日（第 3土曜日） 

時間：13：30～16：00 

場所：内本町コミセン 4階 創作室 

待ち合わせ時間：13：30 

待ち合わせ場所：内本町コミセンロビー 

内容：2021年決算、2022年予算・活動予定 その他  

  ※新型コロナの状況により中止になる可能性あり 

★HOPEは当事者による当事者のためのグループです。 

セルフヘルプグループとは… 同じような

生きづらい体験を抱える人が集まり、対等な

コミュニケーションを通して体験を分かち

合うネットワークのことです。「ＨＯＰＥ」

では同じ心の病をもつ者同士が、月一回場所

を決めて集まっています。分かち合いの場で

話されたことを他の場所で話したりしない

という原則のグループです。 
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のぞみ家族会の皆さま          
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

吹田精神保健福祉ボランティアグループ  

花の便りも聞かれる季節となりました。 

皆様、お変わりございませんか。 

新型コロナウィルスの感染が拡大している状況ですので、

家族会での集まりでも、できる対策は全て取り組むことにし

ています。 

今後、家族会に参加して頂く際には、マスクの着用の徹底

と、手指消毒、検温のご協力をお願い申し上げます。また、ま

だもう少し寒い季節が続くかと思いますが、常時換気をいた

しますので、暖かい服装等でご参加下さい。 

3月の家族会は、総会準備のため、役員のみでの開催となります。 

皆様には、また総会についてのご案内を送らせて頂きます。 

新型コロナウイルス感染予防のため、今年度も残念ながら、外出したり新年会をしたりとい

う活動はできませんでした。ただ、月に 1 回、浜屋敷で広いお部屋を借りて、毎月家族茶話会

のような形で、近況報告をしたり、研修に行った報告会をしたり、会員の皆さんに暑中見舞い

や年賀状を出したり・・という活動を続けてきました。最近では役員以外の方も参加して下さ

ったり、新しい会員さんが入って下さったりと、色んな方のお話が聞けて盛り上がっています。 

年度の家族会の活動 

http://1.bp.blogspot.com/-KLdd3z1xfnk/Uab3imcZAAI/AAAAAAAAUOM/4p-XzEeYRQo/s800/family_big.png
http://1.bp.blogspot.com/-KLdd3z1xfnk/Uab3imcZAAI/AAAAAAAAUOM/4p-XzEeYRQo/s800/family_big.png
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<ボランティア情報＞      「アムール」  

               ～ ♡  ひなまつり  ♡ ～  

        ♡ オミクロンでまだまだ外出もままならないですね。 

        皆さんいかがお過ごしですか ３月３日は桃の節句 

        お家の中で桃の花を飾りごちそうにちらし寿司、白酒 

        ひなあられに菱餅、おひな様とお内裏様を前に 

        日本の風情を感じてはいかがですか！ 

              もうすぐ春ですね。…♡ 

    ☆定例会  3/14(月) 13：30～15：00  総合福祉会館 

    ☆お知らせ 3/8(火）アムールサロン(シード) 13：00～15：00               

        3/9（水）サフカフェプレミアム(サフラン) 

        3/9（水）災害ボランティアセンター講演会(メイシアター) 

              各施設連絡会に出席  

      

 

 

 

  

 

お知らせ  

就労移行支援事業  

のぞみ共同作業所  

連絡会各プロジェクト  

     オープン開催未定 

就労継続支援事業（B型）  

サフラン  

サフカフェプレミアム 

      3月 9日(水)１５時～ 

其の他のプログラム未定 

自立訓練(生活訓練)事業  

のぞみ工作所（のぞみ SHOP）  

     其の他のプログラム未定 

生活介護  

ブルーリボン・きらめき  

   次回の連絡会は４月を予定 

   其の他のプログラム未定 

※都合により中止になる事もあるかもしれませので、ご確認下さい。  

※お手伝いしてくださる方、内容についてくわしくお知りになりたい方、 お問い合わせ下さ

い 

 

            ♡ボランティアセンター交流会♡ 

      日時 令和４年３月１３日(日)   場所総合福祉会館 

        12:45～14:50 ステージ発表・体験コーナー 

        15:00～16:00 「コロナ禍で気づくボランティアの魅力」(仮称) 

        講演(京都光華女子大学教授 石井祐理子氏) 
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＜編集後記＞ 

今月ののぞみ便り 3月号で、なんと発行回数が「333回」になりました！わたしの記憶では、

ついこないだ 300 号を発行したのに…。あれから既に 3 年弱も経っていることにびっくりで

す！最近、1 日が終わるのも早く感じます。「南海トラフが○年後以内に…」という話が現実

になるのももうすぐなのでしょうか。今月号の地震に関する記事を作りながら、「今は不安ば

かりでも、備える気持ちと行動があればなんとかやっていける」という気持ちになってきまし

た。食料や携帯トイレはゲットしたので、後は電源装置をゲットしたいと思います。（篠原） 

 

社会福祉法人のぞみ福祉会 
  

●法人事務局  泉町 5-9-6（「のぞみ共同作業所」内） 

●のぞみ共同作業所 

                

就労移行支援 

生活介護 

泉町 5-9-6（2 階）      TEL/FAX 6338-1401 

泉町 5-9-3-202          TEL/FAX 6310-0345 

●のぞみ工作所 

（のぞみＳＨＯＰ）  
自立訓練（生活訓練） 高浜町 6-6  

TEL/FAX 6319-3861 

●サフラン 就労継続支援Ｂ型  青山台 2-1-9  

TEL/FAX 6873-2178 

●ブルーリボン 

きらめき 

生活介護 佐竹台 4-11-15         TEL/FAX 6337-4433 

五月が丘南 9-10        TEL/FAX 6385-2713 

●シード ・指定特定相談支援事業 

・指定障がい児相談支援事業 

・指定一般相談支援事業（地域移行） 

泉町 5-9-6（1 階）   

TEL 6190-6694 

FAX 6190-6695 

●エスペランサ グループホーム エスペランサ、エスペランササテライト 

ピオラのぞみ、ピオラのぞみサテライト 

プレジールのぞみ、よつば荘 

 


